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【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成31年4月25日(2019.4.25)

【公開番号】特開2018-203393(P2018-203393A)
【公開日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-050
【出願番号】特願2017-106894(P2017-106894)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｇ  47/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｇ   47/14     １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月13日(2019.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　複数のコイルバネを内空間に収納可能な筒形の収容部材と、
　前記収容部材をその軸回りに回転させる駆動手段と、
　前記収容部材の少なくとも一端部内周に突設されて前記コイルバネを掻き上げる羽根体
と、
　前記羽根体によって掻き上げられた後落下する前記コイルバネを受けて搬送する搬送手
段と、
　前記搬送手段の途中に当該搬送手段の上流方向へ回転移動する外周部分を進出させて所
定速度で回転させられ、外周部分と前記搬送手段との間に、単一のコイルバネは通過でき
、絡んだコイルバネは通過不可能な開口を形成する回転板と、
　前記回転板の回転力で前記搬送手段の上流方向へ跳ね飛ばされた前記絡んだコイルバネ
が衝突する衝突面と、
　を備えるコイルバネ供給装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　回転円盤の円盤本体に、その外周部分の断面から所定量だけはみ出す前記回転板を設置
可能とし、はみ出し量が異なる前記回転板を適宜設置して前記開口の大きさを調整可能と
した請求項１ないし４のいずれかに記載のコイルバネ供給装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本第１発明では、複数のコイルバネ（Ｓｐ）を内空間に収
納可能な筒形の収容部材（２）と、前記収容部材（２）をその軸回りに回転させる駆動手
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段（５）と、前記収容部材（２）の少なくとも一端部内周に突設されて前記コイルバネ（
Ｓｐ）を掻き上げる羽根体（２１）と、前記羽根体（２１）によって掻き上げられた後落
下する前記コイルバネ（Ｐｓ）を受けて搬送する搬送手段（３）と、前記搬送手段（３）
の途中に当該搬送手段（３）の上流方向へ回転移動する外周部分を進出させて所定速度で
回転させられ、外周部分と前記搬送手段（３）との間に、単一のコイルバネ（Ｓｐ）は通
過でき、絡んだコイルバネ（Ｓｐ）は通過不可能な開口（３９）を形成する回転板（６２
）と、前記回転板（６２）の回転力で前記搬送手段（３）の上流方向へ跳ね飛ばされた前
記絡んだコイルバネ（Ｓｐ）が衝突する衝突面（１７ａ）と、を備えている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本第１発明においては、筒状の収容部材内にコイルバネを収容してこれらコイルバネを
掻き上げることで搬送手段上に落下させる構造であるから装置全体がコンパクトである。
そして、絡んだコイルバネは回転板の回転力によって搬送手段の上流方向へ跳ね飛ばされ
て衝突面に十分な力で衝突させられるから、コイルバネの絡まりが確実に解消されて単一
のコイルバネに分離される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本第５発明では、回転円盤（６）の円盤本体（６１）に、その外周部分の断面から所定
量（ｅ，ｆ）だけはみ出す前記回転板（６２）を設置可能とし、はみ出し量が異なる前記
回転板（６２）を適宜設置して前記開口（３９）の大きさを調整可能とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本第５発明においては、コイルバネの径に応じて最適な回転板を選択設置することによ
り、コイルバネの径が変更されても単一のコイルバネのみは通過させるとともに絡まった
コイルバネは上流方向へ確実に跳ね飛ばすことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　回転円盤６は図１０に示すように、上半を大径、下半を小径とした段付きの厚肉円板体
で、円盤本体６１の中央に、これを径方向に横切る一定幅の溝６１１が形成されて（図１
１）、当該溝６１１内に図１２に示すような逆Ｕ字形の回転板たる調整片６２が挿入装着
されている。円盤本体６１に装着した状態で、調整片６２の外周部は円盤本体６１から所
定量ｅ，ｆ（図１０）だけはみ出す。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
１…ケーシング、１７…蓋体、１７ａ…前面（衝突面）、２…ドラム（収容部材）、２１
…羽根体、３…ベルト搬送機構（搬送手段）、３９…開口、４…排出シュート、５…駆動
手段、６…回転円盤、６１…円盤本体、６２…調整片（回転板）。
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